
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会の取り組み 
テーマ               取り組み事項 

共通 

人材育成・発掘 

情報収集・発信 
１．ダム湖周辺の整頓 

２．それもごちそう 

３．つながりをつくる 

１．ハイヅカを知り、ハイヅカビューポイントに名前をつける 

「探湖会」を開く 

２．「雑草、かずら」などを取り除くだけでなく利用し楽しむ野の花

（山野草）を輝かす会を開く 

３．「里山の達人」・になる・を発掘する・を育てる「志立里山楽校」

を創立する 

１．えっとハイヅカ：マップ・ガイドづくり 

２．もっとハイヅカ：おもしろ施設づくり（トライアル、パークゴ

ルフ、湖畔の森レストラン、ウエットランド） 

３．わっとハイヅカ：抱きしめてハイヅカ湖 

２．老若男女・万人のための健康ｽﾎﾟｰﾂ企画（車椅子ｳｫｰｷﾝｸﾞ（電動

カー）ﾊｲｷﾝｸﾞ、ﾏﾗｿﾝ、ｳｫｰｷﾝｸﾞなど） 

１．ブッポウソウの巣箱用支柱の設置と巣箱かけ 

２．近隣の小学校に呼びかけて定期的な自然観察会の開催 

３．周辺自治会との協力による苗づくりと植樹会（ﾄﾞﾝｸﾞﾘ、ﾓﾐｼﾞ、

実もの） 

４．その他 

４．その他 

４．その他 

４．その他 

ハイヅカのきれいを味わ
う 

日本一の里山づくり 

健康福祉のメッカ 

里山の自然博物館 

１マップづくり（歴史・自然・木かげ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ・水遊び・魚つり穴

場） 

３．ニュータイプの福祉の家・湖域構想 

４．その他 

ぐるっとハイヅカ 

美しい自然や環境など、多彩に拡がるハ

イヅカの「きれい」なモノ・コトを、五

感で体験して全身で「味わう」 

豊かな里山は、継続的な保全と活用が行

われてこそ維持される。まずは自分たち

がハイヅカ周辺を知り、生かし、日本一

の里山づくりをめざす 

ハイヅカ湖地域の様々な魅力や施設、人

材などを包括的に連携させて活性化へ

繋げる 

小さくても歳をとっても万人が楽しめ

る、身体にイイこと、心に嬉しいことが

たくさん詰まった健康福祉の郷にする 

ハイヅカの身近な自然をより豊かに育

て、野鳥や水鳥など様々な野生生物が生

き生きと暮らせる自然博物館にしたい 

基本方針のとりまとめ(案)  パターン① 

ハイヅカ湖地域ビジョン 
灰塚ダムによって生まれた資源を活かした 

「いきいき」のわ（和・輪・環）づくり 

資料-8 別紙 
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